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平成２０年４月３０日 

各      位 

会 社 名  株式会社 山 梨 中 央 銀 行 

代表者名  代表取締役頭取 

           澤 敏 久 

（コード番号 ８３６０  東証第１部） 

問合せ先  常務取締役経営企画部長 

          進 藤   中 

（TEL．０５５－２３３－２１１１） 

業績予想の修正に関するお知らせ 

 平成19年11月19日の中間決算発表時に公表いたしました平成20年３月期の業績予想を、下記のとおり修

正いたしましたのでお知らせいたします。 

記 

 

１．平成20年３月期業績予想数値の修正（平成19年４月１日～平成20年３月31日） 

（単位：百万円、％） 

 経常収益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ５７,７００ １５,３００ ７,８００ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ６０,９００ ８,７００ ４,６００ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） ３,２００ △ ６,６００ △ ３,２００ 

増 減 率            （％） ５.５ △ ４３.１ △ ４１.０ 

(ご参考)前期実績(平成19年３月期) ５５,３６４ １６,６５９ ７,７１８ 

 

２．平成20年３月期連結業績予想数値の修正（平成19年４月１日～平成20年３月31日） 

（単位：百万円、％） 

 経常収益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ６３,５００ １４,９００ ７,３００ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ６７,１００ ８,３００ ４,２００ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） ３,６００ △ ６,６００ △ ３,１００ 

増 減 率            （％） ５.７ △ ４４.３ △ ４２.５ 

(ご参考)前期実績(平成19年３月期) ６１,６１０ １７,０６６ ７,７２１ 

 

３．修正の理由 

 (1) 単体業績予想の修正 

    株式関係損益の改善により、経常収益は当初予想を上回る見込みでありますが、本年２月に公表い

たしました大口取引先の民事再生法の適用申請に伴う引当増加に加え、その後も新たな引当が必要な

先が発生するなど、不良債権処理費用が当初予想より大幅に増加する見込みとなったことから、経常

利益及び当期純利益が当初予想を下回る見込みとなったため、業績予想を修正いたします。 

 (2) 連結業績予想の修正 

    単体業績予想修正の影響によるものであります。 
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《参 考 資 料》 

  通期業績見込（単体）                          （単位：億円） 

 今回修正 前回予想 差 異 前期実績 

業務粗利益 ４４０ ４４２ △ ２ ４３１ 

一般貸倒引当金繰入額 △ ７ ４ △ １１ ２ 

経費 ２６３ ２６９ △ ６ ２５９ 

業務純益 １８４ １６９ １５ １７０ 

コア業務純益 １７３ １７８ △ ５ １７７ 

 不良債権処理額 １４３ ３２ １１１ ２７ 

（不良債権処理費用） １３５ ３６ ９９ ２９ 

 株式関係損益 ４４ １３ ３１ ２２ 

経常利益 ８７ １５３ △ ６６ １６６ 

当期純利益 ４６ ７８ △ ３２ ７７ 

 

  不良債権処理額＝個別貸倒引当金繰入額（取崩益）＋貸出金償却＋債権売却損＋その他処理額 

  不良債権処理費用＝不良債権処理額＋一般貸倒引当金繰入額（取崩益） 

 

 

  本資料記載の業績予想は、当行が本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成しており、 

 実際の業績は、環境の変化により異なる結果となることがあります。 

 

以  上 


